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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1 年次の「地学基礎」の知識を踏まえ、地球の概観と地球の活動、大気や海洋の運動、

主に気象現象、恒星の性質と宇宙の構造を学び、新しい地球観と宇宙観を身に着けるこ

とを目標としていきたい。 

２ 学習の到達目標 

地球で起きる様々な地殻変動、地球や地球を取り巻く環境や時間的空間的な広がりへの

関心を高める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 

b:思考・判断・表

現 

c: 観察、実験の技

能 
d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

天気、地震、火山活動、

天文現象など、日常生活

やニュースなど報道さ

れる様々な自然現象に

関心をもち、意欲的に探

求しようとするととも

に、原因や発生する災

害、その災害に対する心

構えや減災について、科

学的な見方や考え方を

身につけている。 

自然現象とそれに

関係する諸現象と

の因果関係問題を

見いだし、探求す

る過程を通して、

事象を科学的に考

察し、導き出した

考えを適切に表現

している。 

自然現象やそれに

関係する諸現象に

関する観察、モデ

ル実験を行い、基

本操作を習得する

とともに、それら

の過程や結果を的

確に記録、整理し、

自然現象を科学的

に探求する技能を

身につけている。 

地学的な事物・現

象について、基本

的 な 概 念 や 原

理・原則を理解

し、知識を身につ

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察、

ノートやワークシ

ートの記述 

探求活動の記録、

発表 

学習状況の観察、

ノートやワークシ

ートの記述 

探求活動の記録、

発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察、

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録、

発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察、

ノートやワーク

シートの記述 

観察・実験の記

録、発表 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまと

めます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

学 

期 

地
球
の
概
観 

地球の観測(重力、地震波、

熱、地磁気) 

 

○ 

 

   a: 地球を概観し、その大きさ、

プレートの分布と運動，および

プレート運動に伴う大地形の

形成について興味をもち，プレ

ート運動に関連する火山活動

や地震の発生の仕組みについ

て調べようとする。 

b: プレートの移動とその境界

で起きる様々な地殻変動につ

いて考察し、導き出した考えを

表現できるか。地震の発生のし

くみや火山活動をプレートの

運動と関連づけて考えること

ができる。 

c: 地震，火山などの地球の活

動や，海溝や海嶺などの大地形

がプレート境界とどのような

対応関係にあるかを調べるこ

とができる。 

d: 地球の形の特徴や大きさ、

地球内部の沿う構造の状態、3

種類のプレート境界の状態や

地形の特徴がわかる。また、プ

レート境界やプレート内部に

おける火山分布や火山活動の

特徴、火山活動のタイプと溶岩

の種類についての知識を身に

つける。 

学習状況の

観察、ノート

や ワー クシ

ートの記述 

探求活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 

地
球
の
活
動 

プレーとの分布 

地球観の変遷 

プレートテクトニクスとマントル

の動き 

地震 

地殻変動火山と火山活動 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

○ 



２ 
 

学 
 

期 

大
気
の
運
動 

 

大気の構造 

自転の影響と大気の運動 

フェーン現象など局地現象 

低気圧と天気の変化  

日本の四季と気象災害 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: 大気圏の層構造や地球全体

のエネルギー収支に興味をも

ち，大気の大循環と海水の運

動，およびそれらによる地球規

模の熱の輸送について調べよ

うとする。日本の天気について

興味をもち，調べようとする。 

b: 気温や気圧の鉛直方向の変

化、地球に入ってくるエネルギ

ーの地域差によって、大気や海

水の大循環が起き、様々な気候

について考えることができる。 

また、日本で見られる四季の気

圧配置の関係について考える

ことができる。 

c: 天気図を用いて，高気圧や

低気圧の移動や気象衛星画像

を用いて，雲の動きを調べるこ

とができる。 

d: 大気の組成、大気圏の構造、

エネルギー収支、大気の大循

環、日本の四季の天気の特徴を

知識として身につける。 

学習状況の

観察、ノート

や ワー クシ

ートの記述 

探求活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 



宇
宙
の
構
造 

 

地球の自転公転 

惑星の運動 

太陽の構造と活動 

恒星の明るさと色 

HR 図 

恒星の誕生と進化 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

ａ：太陽系の姿に興味をもち，

太陽系の天体の特徴と太陽系

の誕生について調べようとす

る。また、恒星としての太陽に

興味をもち、太陽の誕生と進化

を調べようとする。 

ｂ：太陽系の各天体の違いから

太陽系の誕生と惑星の成因に

ついて考えることができる。ま

た、生命を生み出す地球の環境

について考えることができる。

恒星としての太陽の明るさと

色、誕生と進化について考える

ことができる。 

ｃ：望遠鏡で太陽像を投影し、

太陽表面を観察することがで

きる。オリオン座の星を観察し

て，星の明るさの違いを調べる

ことができる。 

ｄ：太陽系の姿と、惑星や太陽

系の小天体の特徴や、地球型惑

星と木星型惑星の成因の違い

がわかる。太陽の明るさと色、

太陽の誕生と進化の過程がわ

かる。 

学習状況の

観察、ノート

や ワー クシ

ートの記述 

探求活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 



３ 

学 

期 

宇
宙
の
構
造 

 

銀河系と銀河系外銀河 

ハッブルの法則とビッグバン 

○    

○ 

ａ：銀河について興味をもち、

銀河の分布や宇宙の姿につい

て調べようとする。 

ｂ：銀河系の構造、膨張する宇

宙から宇宙の誕生について考

えることができる。 

ｃ：宇宙の膨張と銀河どうしの

動きについて考えることがで

きる。" 

ｄ：銀河系の構造やほかの銀河

の存在、宙の誕生と宇宙の構造

がわかる。 

学習状況の

観察、ノート

や ワー クシ

ートの記述 

探求活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 観察、実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習

内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う

観点）について○を付けている。 


